
〔令和７年度  伊勢市水道事業会計予算の概要〕 

 

  本年度の水道事業は、安心・安全な給水サービスの向上を図り、効率的な維持管理

を行うため、「水道事業ビジョン」に基づき、老朽管、電気・機械設備の更新及び安

定給水を図るため五十鈴川送水管布設工事などを予定しています。また、災害に強い

ライフラインの整備として、水道管路の耐震化や施設の耐震補強設計などを行うとと

もに、災害復旧拠点となる上下水道部庁舎建設工事を行う予定です。 

  

１.業務の予定量 

項  目 予 定 量 

給 水 戸 数       57,995 戸 

総 給 水 量       15,761 千㎥ 

一 日 平 均 給 水 量       43,181 ㎥ 

主要な建設改良事業の概要 

1.水源地施設更新事業 

2.送配水管・施設新設及び更新事業 

3.老朽管更新事業 

4.加圧施設更新事業 

5.庁舎建設事業 

       

145,000 千円 

       750,574 千円 

           599,959 千円 

       6,000 千円 

      426,605 千円 

 

２.経営状況の見通し 

  収益的収支では、収入 2,699,589 千円(税込)、支出 2,609,020 千円(税込)を予定

しています。また、消費税を除いた純利益は 18,441 千円を予定しています。 

  資本的収支では、収入 856,860 千円(税込)、支出 2,350,262 千円(税込)を予定し

ています。収入が支出に対し不足する額 1,493,402 千円については、過年度分損益

勘定留保資金等で補塡する予定です。 

  [令和７年度予算] 

収益的収入及び支出 

款・項 予定額（千円） 

第１款 水道事業収益 2,699,589 

  第１項 営業収益 2,390,911 

  第２項 営業外収益 308,678 

第１款 水道事業費用 2,609,020 

  第１項 営業費用 2,487,275 

  第２項 営業外費用 111,745 

  第３項 予備費 10,000 
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資本的収入及び支出 

款・項 予定額（千円） 

第１款 資本的収入 856,860 

  第１項 企業債 597,200 

  第２項 負担金 181,410 

第３項 他会計補助金 29,350 

  第４項 出資金 48,900 

第１款 資本的支出 2,350,262 

  第１項 建設改良費 1,942,300 

  第２項 償還金 407,962 
 
 

３.財政状態の見通し 

  令和７年度末における財政状態は、資産の部 30,203,610 千円、負債の部

12,588,351 千円、資本の部 17,615,259 千円を予定しています。  

  [予定貸借対照表]                     単位：千円 

借  方 貸  方 

固定資産 28,315,674 固定負債 6,003,515 

 有形固定資産 28,084,037  建設改良等企業債 5,609,878 

 無形固定資産 31,637  退職給付引当金 190,689 

投資その他の資産 200,000  特別修繕引当金 202,948 

流動資産 1,887,936 流動負債 1,144,851 

 現金預金 1,580,325  建設改良等企業債 434,092 

 未収金 237,529  未払金 685,794 

 貯蔵品 70,082 預り金 1,000 

  
 賞与・法定福利費 

引当金 
23,965 

  繰延収益  5,439,985 

  資本金 17,453,537 

  剰余金 161,722 

  資本剰余金 23,129 

   利益剰余金 138,593 

合 計 30,203,610 合 計 30,203,610 
 
 

４.一般会計繰入金 

                           単位：千円 

基準内繰入 87,275 

基準外繰入 32,026 

合  計 119,301 
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［水道事業の収支］ 

１.収益的収支 

① 収益的収入 

原水の取水や配水に係る施設の維持管理費等水道事業の経営に必要な経費(収益

的支出)の財源。利用者に負担いただく水道料金や長期前受金戻入、加入金等で構成

しています。 

  

② 収益的支出 

  水道料金、加入金等(収益的収入)を財源として、水道事業を経営していくために

必要な経費。原水の取水や配水に係る施設の維持管理費、職員給与費、施設の建設

等に要した借入金の支払利息、減価償却費等で構成しています。 
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２.資本的収支 

① 資本的収入 

施設の建設改良及び建設改良にかかる企業債償還金（資本的支出）の財源。企業

債、工事負担金、一般会計繰入金等で構成しています。 

   

②資本的支出 

企業債や工事負担金等（資本的収入）を財源として、将来の経営活動に備えて行

う施設・設備の建設改良や企業債の償還にかかる事業費。建設改良費、企業債償還

金で構成しています。 
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庁舎建設事業
〇庁舎（事務所棟・倉庫棟）建設、
敷地造成、舗装工事 等
・水道事業 426,605千円
・下水道事業 291,892千円

（718,497千円）

◆老朽管の更新（958,000千円）
○老朽管更新事業
○支障管敷設替事業

◆施設の更新（127,000千円）
○水源地施設事業
○加圧施設事業

◆水道施設の最適化
（96,500千円）

○送配水管敷設・敷設替事業
・五十鈴川送水管布設工事

○施設統廃合事業
強靭

水道事業
持続・安全

～水道事業ビジョン～

◆水道管路・施設の耐震化（318,000千円）
※うち令和７年３月補正238,000千円

○基幹管路敷設替事業（補助事業）
○施設耐震化事業
・宮前第１水源地ほか耐震補強詳細設計

◆緊急時バイパス管の整備（51,000千円）
◆水道施設の耐水化（24,000千円）
◆応急給水ポイントの整備（4,500千円）

（水道管の敷設替え）

上下水道部
令和７年度 主要事業

完成イメージ図
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